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史跡公園「さいくう平安の杜」オープン !!

正殿

東脇殿

西脇殿

　整備された公園部分は、かつて斎王制度をささえた「斎
宮寮」と呼ばれる役所の中心部分と考えられています。
正殿の前の空間ではさまざまな儀式が行われました。

　斎宮寮の長官が儀式を行ったり、都や神宮からの
使いを出迎えるために使われたと考えられます。

　三棟の中で最も大きな西脇殿では、屋内での儀式や都
や神宮からの使いをもてなす宴会などが開かれたことで
しょう。

　儀式の前に斎宮寮の役人が待機したり、儀式の
準備に使われた建物だったようです。

もり10 月 24 日（土）

さいくう平安の杜フェスタ 
　　　　　　　－斎宮の真ん中で歴史体験－

平成 27年 10 月 24日（土）　10:00 ～ 15:00
主なイベント：雅楽・斎王の舞
　　　　　　　箏演奏会（中井智弥さん）
　　　　　　　「古事記」一人語り（康光岐さん）
　　　　　　　放鷹術（鷹狩り）の実演　　　　　　　
　　　　　　　歴史体験サミット
　　　　　　　　（子ども向け「ものづくり」体験教室）

平成 27 年 10 月 25日（日）　10:00 ～ 15:00
主なイベント：平安こども広場（盤双六、貝覆いなど）
　　　　　　　人形劇（アマチュア人形劇団「おたまじゃくし」）
　　　　　　　ミュージカル「倭姫」
　　　　　　　ハープ＆フルート演奏会
　　　　　　　（ハープ：大村典子さん、フルート：島田英子さん）
　　　　　　　ミニ四駆レース

【お問合せ先】  斎宮歴史博物館：0596－52－3800

いつき

※24日・25 日、物産展も開催します。

竹神社
斎宮駅

さいくう平安の杜

斎宮歴史博物館

いつきのみや歴史体験館
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　伊勢神宮は現在、伊勢市宇治館町に鎮座していますが、平安時代の延暦 23 年 (804) に書かれた『皇
たいじんぐうぎしきちょう
太神宮儀式帳』を見てみると、各地を転々とした後にようやく伊勢の地に鎮座したとされています。
伊勢神宮の候補地として、奈良・滋賀・岐阜・愛知などを巡り、最後に来た三重で鎮座すること
になりましたが、三重県伊勢の地の中でも候補地が様々あり、その中のひとつに明和町も入って
いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とよすきいりひめのみこと　                                やまとひめのみこと
　この時、各地を巡ったのは、伝説の初代斎王・豊鋤入姫命の後を継いだ倭姫命で、天照大神の
みつえしろ   よりしろ
御杖代 ( 依代として神の手足となる人 ) として、伊勢神宮を造営する候補地を探して旅をした人で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もといせ
す。各地を巡っていた時、天照大神が一時的に祀られた場所があり、それらは｢元伊勢｣と呼ばれ
ています。

明和に伊勢神宮があった・・・かも。
　　　　　　　　　　―倭姫命伝説を中心に―

　『皇太神宮儀式帳』によれば、各地を巡
る際に｢多気佐々牟迤宮 ( たけささむえの
みや )｣に鎮座したとあり、これは現在の
多気郡明和町山大淀の笹笛橋付近と考えら
れています。そのため、この近くに天照大
神が一時的に祀られていたと考えられます
が、その後また別の場所に移ってしまい、
明和町に本格的に鎮座することはありませ
んでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    やまとひめのみことせいき
　ただ、鎌倉時代に書かれたとされる『倭姫命世紀』によると、大淀の地
に来た時に、天照大神が、「この伊勢は常世の国からの波が何重も寄り来
る国であり、辺境ではあるが美しい国なのでこの国に鎮座しよう」と言っ
たとされており、この地の素晴らしさが伊勢に鎮座することを決定づけた
とも思われます。また、『倭姫命世紀』には、この地に真名鶴が来て、八
百の穂がなった稲を倭姫命に捧げ、それを天照大神の神前に納めたという
真名鶴伝説が書かれており、大淀が伊勢神宮にとって重要な場所と考えら
れていたことがわかります。
　この度、これらに関係する場所は、日本遺産の構成文化財として認定さ
れました。改めてこれらの場所を見直し、これからも大切に守っていきま
しょう。

「竹佐々夫江旧跡」と刻まれた石碑
現在、田んぼの真ん中の一段高い土
山に石碑が設置され、周囲には縄が
張られ大切に保存されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あんぐう
日本遺産構成文化財「佐々夫江行宮跡」

【お問合せ先】  斎宮歴史博物館：0596－52－3800

第 62期名人位戦・第 60期クイーン位戦　挑戦者決定戦
「さいくう平安の杜」開園記念　小倉百人一首交流フェスティバル in めいわ　開催！

日時：11 月 22 日（日）10:00 開会
場所：「さいくう平安の杜」正殿
対戦：名人戦＜東日本代表 VS 西日本代表＞
　　　クイーン戦＜東日本代表 VS 西日本代表＞

※各試合の観戦、インターネット中継、公開生放送があります。
　詳しくは、「全日本かるた協会」公式ホームページをご覧ください。


